


可　

決

　

６
月
定
例
会
で
は
、
総
務
財

政
委
員
会(

砥
板
芳
行
委
員
長)

に
、「
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

(

第
２
号

)

」
等
８
件
の

議
案
が
付
託
さ
れ
、
慎
重
審
査
の

結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
委
員
長
報
告

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算

は
、
既
決
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
７
６
３
８

万
７
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の

総
額
を
３
４
３
億
２
８
７
７
万

４
千
円
と
定
め
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
主
な
歳
出
の
内
訳
と
し

て
は
、
総
務
費
で
「
新
庁
舎
建

設
推
進
費
」
の
４
億
５
１
２
３

万
円
、
民
生
費
で
「
低
所
得
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金
事
業
」
の
５
９
０
１
万
３
千

円
、
農
林
水
産
業
費
で
「
農
地

耕
作
条
件
改
善
事
業
（
野
呂
水

地
区
）」
の
１
６
０
０
万
円
な
ど

が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

 

ま
た
、
経
済
民
生
委
員
会

(
東

内
原
と
も
子
委
員
長
）
及
び
建

設
土
木
委
員
会
（
我
喜
屋
隆
次

委
員
長
）
に
お
い
て
も
そ
れ
ぞ

可　

決

令
和
３
年
度
一
般
会
計

　
　

補
正
予
算（
第
２
号
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計

　
　

補
正
予
算
（
第
３
号
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計

　
　

補
正
予
算（
第
２
号
）

れ
所
管
の
補
正
予
算
等
が
付
託

さ
れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
さ
れ
、
本
会

議
に
お
い
て
委
員
長
報
告
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
金
に
係
る
予
算
措
置
」
を
行

う
も
の
で
、
既
決
予
算
の
総
額

に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
７
１

６
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
３
４
３
億

７
５
９
４
万
円
と
定
め
る
も
の

で
す
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
歳
入
で

は
、
県
支
出
金
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ

イ

ル

ス

感

染

症

セ

ー

フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
強
化
交
付
金
４

７
１
６
万
６
千
円
を
増
額
し
、

歳
出
に
お
い
て
は
、
当
該
給
付

金
及
び
事
務
費
を
合
わ
せ
て
、

４
７
１
６
万
６
千
円
計
上
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

６
月
25
日
の
総
務
財
政
委
員

会
に
追
加
議
案
が
付
託
さ
れ
、

慎
重
審
査
の
結
果
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計

　
　

補
正
予
算
（
第
３
号
）

令
和
３
年
度
一
般
会
計

　
　

補
正
予
算
（
第
３
号
）

新
型
コ
ロ
ナ

　
　

対
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ

　
　

対
策
に
つ
い
て別室でモニター視聴の様子

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
を
選
任

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
を
選
任

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
と

し
て
次
の
方
の
選
任
が
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

伊
盛　

加
寿
美　

氏

人
権
擁
護
委
員
の

　
　

候
補
者
を
推
薦

人
権
擁
護
委
員
の

　
　

候
補
者
を
推
薦

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
人
権

擁
護
委
員
候
補
者
と
し
て
次
の

方
の
推
薦
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

漢
那　

ひ
と
み　

氏

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　

今
定
例
会
に
お
い
て
、
一
般

質
問
時
は
、
議
員
番
号
の
奇
数
、

偶
数
で
2
グ
ル
ー
プ
に
分
け
定

足
数
の
半
数
の
み
交
代
で
出

席
、
議
員
の
入
替
え
を
行
い
、

他
の
議
員
は
別
室
の
モ
ニ
タ
ー

で
視
聴
す
る
等
の
感
染
対
策
強

化
を
行
い
ま
し
た
。

　令和３年第４回（６月）定例会は、去る６月７日から６月２８日までの２２日間の会期で開かれました。
　今回の定例会では、「石垣市介護保険条例の一部を改正する条例」等の条例議案５件、「令和３年度石垣
市一般会計補正予算 ( 第２号 )」等の補正予算議案４件、その他議案１７件の計２６件の案件が市長より
提出され、それぞれ原案のとおり可決・同意・承認・報告されました。
　なお、本会議の議決にあたり、総務財政委員会には「令和３年度石垣市一般会計補正予算 ( 第 2 号 )」等
の９件の議案を付託。経済民生委員会には、「石垣市国民健康保険税条例の一部を改正する条例」の５件を
付託。建設土木委員会には、「石垣市都市公園条例の一部を改正する条例」等の２件の議案が付託され慎重
審査の結果、それぞれ原案のとおり可決すべきものと決定されました。
　議員提出議案については、「県立病院における分娩介助料の値上げに伴う経済的負担の軽減を求める意
見書」等８件が提出され、それぞれ原案のとおり可決されました。また、最終本会議にて新型コロナウイ
ルス感染症生活困窮者自立支援金支給事業を追加する「令和３年度石垣市一般会計補正予算 ( 第３号 )」
が上程され、全会一致で可決されました。
　６月２１日から６月２５日の４日間の日程で行われた一般質問では、１５人の議員が本市の諸課題に
ついて質すなど活発な議論が交わされました。
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5

　

６
月
定
例
会
で
は
、
８
件
の

意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
要
旨
と
議
決
結
果
は
次
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※

意
見
書
・
決
議
の

詳
細
は
、
石
垣

市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
児
童
・
生

徒（
学
生
）の
健
康
と
学
習
権

が
守
ら
れ
る
た
め
に
生
理

用
品
の
配
布
と
相
談
環
境

の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
児
童
・
生

徒（
学
生
）の
健
康
と
学
習
権

が
守
ら
れ
る
た
め
に
生
理

用
品
の
配
布
と
相
談
環
境

の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

要
旨

　

こ
ど
も
医
療
制
度
の
改
善
を
安

定
的
に
進
め
る
た
め
に
は
、「
現
物

給
付
に
対
す
る
国
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
」

全
廃
及
び
「

18
歳
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
」
を
国
の
制
度
と
し
て
早

期
実
現
を
国
に
求
め
ま
す
。

　
　
　
　
　

記　

　

１　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
制

度
を
現
物
給
付
実
施
す
る
市
町
村

の
国
民
健
康
保
険
国
庫
補
助
金
削

減
は
少
子
化
対
策
に
逆
行
す
る
も

の
で
あ
り
、直
ち
に
全
廃
す
る
こ
と
。

「
現
物
給
付
」へ
の
国
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
全
廃
及
び
18
歳
ま
で

こ
ど
も
医
療
費
無
料
制
度
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書

「
現
物
給
付
」へ
の
国
の
ペ
ナ

ル
テ
ィ
全
廃
及
び
18
歳
ま
で

こ
ど
も
医
療
費
無
料
制
度
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者　

長
浜　

信
夫

（
結
果
）
賛
成
多
数
で
可
決

提
出
者　

井
上
美
智
子

〇
提
出
先　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

陸
自
配
備
に
伴
う

 

伐
採
計
画
の
調
査
を
　

　
　
　  

求
め
る
決
議

陸
自
配
備
に
伴
う

 

伐
採
計
画
の
調
査
を
　

　
　
　  

求
め
る
決
議

提
出
者　

宮
良　

操

要
旨

　

石
垣
市
平
得
大
俣
へ
の
陸
上
自

衛
隊
配
備
に
伴
い
、
予
定
地
で
伐

採
を
行
う
た
め
、
沖
縄
防
衛
局
側

か
ら
石
垣
市
へ
提
出
さ
れ
た
書
類

に
疑
義
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
石
垣

市
は
関
連
書
類
の
精
査
を
行
い
、

専
門
家
と
と
も
に
独
自
の
調
査
を

実
施
し
早
急
に
現
状
把
握
す
る
こ

と
や
、
沖
縄
防
衛
局
に
対
し
、
専

門
家
を
含
め
た
慎
重
な
再
調
査
を

申
し
入
れ
る
こ
と
を
強
く
求
め

る
。　
　
　
　
　
　

〇
提
出
先　

石
垣
市
長

　

【石垣市議会ＨＰ】

〇
提
出
先　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
厚
生
労
働

大
臣
、
文
部
科
学
大
臣

　

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

要
旨

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
伴
い
雇
用
状
況
が
悪
化
す

る
な
か
、
世
帯
の
収
入
が
減
少
し

て
い
る
家
庭
の
児
童
・
生
徒
・
学

生
の
健
康
で
衛
生
的
な
生
活
を
保

障
・
整
備
さ
れ
る
た
め
に
以
下
の

こ
と
を
要
請
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

記　

　

１　

児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て

通
学
で
き
、
健
康
で
衛
生
的
な
生

活
を
保
障
す
る
た
め
に
学
校
施
設

の
女
子
ト
イ
レ
個
室
に
適
切
な
返

却
不
要
の
生
理
用
品
を
設
置
す
る

こ
と
。

※

全
４
項
目

　

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

〇
提
出
先　

沖
縄
県
知
事

要
旨

　

令
和
元
年
12
月
沖
縄
県
議
会
に

お
い
て
「
沖
縄
県
病
院
事
業
の
施

設
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

す
る
条
例
」
が
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
、
条
例
改
正
に
よ
り
、
令
和

３
年
４
月
１
日
か
ら
県
立
病
院
に

お
け
る
分
娩
介
助
料
の
値
上
げ
さ

れ
て
い
る
。

県
立
病
院
に
お
け
る
分
娩

介
助
料
の
値
上
げ
に
伴
う

経
済
的
負
担
の
軽
減
を
求

め
る
意
見
書

提
出
者　

東
内
原
と
も
子

中
華
人
民
共
和
国
に
お
け

る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す

る
意
見
書

中
華
人
民
共
和
国
に
お
け

る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す

る
意
見
書

要
旨

　

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
の

中
華
人
民
共
和
国
当
局
に
よ
る

大
規
模
な
人
権
侵
害
や
弾
圧
、

強
制
労
働
に
対
し
、
国
際
社
会

は
深
刻
な
懸
念
を
相
次
い
で
表

明
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
い

て
、
先
の
国
会
で
は
中
華
人
民

共
和
国
を
念
頭
に
非
難
決
議
案

採
択
に
向
け
て
の
動
き
が
あ
っ

た
が
、
国
会
決
議
の
全
会
一
致

提
出
者　

砥
板　

芳
行

　

〇
提
出
先　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房

長
官
、
外
務
大
臣

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

※

全
２
項
目

　

県
は
、
条
例
改
正
の
理
由
を
病

院
事
業
の
経
営
改
善
、
安
定
化
や
、

県
内
民
間
医
療
機
関
と
の
均
衡
を

考
慮
す
る
と
し
て
い
る
。

　

条
例
施
行
後
の
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
雇

用
状
況
が
悪
化
等
で
、
生
活
が
困

窮
し
て
い
る
家
庭
が
増
え
て
い
る
。

経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
子
育
て
世

代
に
負
担
が
生
じ
る
状
態
は
直
ち

に
改
善
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
県
に
お
い
て
は
、
子
育

て
世
代
が
安
心
し
て
出
産
で
き
、

経
済
的
な
負
担
を
軽
減
で
き
る
よ

う
に
早
急
に
支
援
策
を
講
じ
る
こ

と
を
要
請
す
る
。

の
原
則
に
よ
る
調
整
が
図
ら
れ

ず
次
期
国
会
へ
見
送
ら
れ
た
。

　　

よ
っ
て
当
市
議
会
は
、
中
華

人
民
共
和
国
に
お
け
る
人
権
侵

害
問
題
に
対
し
、
政
府
は
各
国

政
府
や
国
際
機
関
と
連
携
し
て

情
報
共
有
、
実
態
調
査
と
人
権

侵
害
の
改
善
に
取
り
組
む
事
を

強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
国
権

の
最
高
機
関
で
あ
る
国
会
に
お

い
て
同
問
題
に
対
し
て
国
家
と

し
て
明
確
な
意
思
を
示
す
こ
と

を
求
め
る
。

石
垣
市
へ
の
ゴ
ル
フ
場

付
き
リ
ゾ
ー
ト
施
設
整

備
に
関
す
る
意
見
書

石
垣
市
へ
の
ゴ
ル
フ
場

付
き
リ
ゾ
ー
ト
施
設
整

備
に
関
す
る
意
見
書

要
旨

　

新
石
垣
空
港
の
建
設
に
伴
い
、

ロ
ン
グ
コ
ー
ス
を
有
し
た
石
垣

島
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
が
閉
鎖
さ
れ

た
。
当
時
か
ら
ゴ
ル
フ
場
建
設

を
求
め
る
声
が
あ
る
が
、
未
だ

に
実
現
し
て
い
な
い
。

　

当
市
は
沖
縄
県
と
協
力
し
、

地
域
未
来
投
資
促
進
法
を
活
用

し
た
ゴ
ル
フ
場
を
含
む
リ
ゾ
ー

ト
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
整

備
を
促
進
す
る
た
め
同
法
に
基

提
出
者　

長
山　

家
康



提
出
者　

友
寄　

永
三

要
旨

　

政
府
に
お
い
て
、
沖
縄
県
を

対
象
区
域
と
す
る
緊
急
事
態
措

置
に
つ
い
て
、
８
月
22
日
ま
で

の
再
延
長
が
決
定
さ
れ
た
。

　

沖
縄
県
に
お
い
て
は
、
本
島

と
各
離
島
は
離
れ
た
距
離
に
あ

り
、
主
た
る
渡
航
手
段
は
航
空

機
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、

離
島
を
含
む
都
道
府
県
に
お
け

る
緊
急
事
態
措
置
を
実
施
す
べ

き
区
域
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、

都
道
府
県
単
位
で
は
な
く
、
市

町
村
単
位
で
よ
り
き
め
細
や
か

に
実
施
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。

　

離
島
圏
域
に
お
い
て
、
特
例

的
に
市
町
村
単
位
で
の
緊
急
事

態
措
置
実
施
区
域
か
ら
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
対
象
地
域
へ

の
移
行
等
の
柔
軟
な
区
域
設
定

及
び
運
用
が
な
さ
れ
る
よ
う
求

め
る
。

〇
提
出
先　

沖
縄
県
知
事

提
出
者　
　

箕
底　

用
一

（
結
果
）
賛
成
多
数
で
可
決

　

最
終
本
会
議
に
お
い
て
、
条

例
制
定
か
ら
11
年
が
経
過
し
、

こ
の
間
に
さ
ま
ざ
ま
な
批
判
や

疑
問
が
出
て
お
り
、
改
正
の
必

要
が
あ
る
た
め
と
し
て
「
石
垣

市
自
治
基
本
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」
の
議
員
提
出
議

案
の
条
例
案
が
提
出
さ
れ
、
多

く
の
質
疑
、
討
論
が
な
さ
れ
採

決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

石
垣
市
自
治
基
本

　
条
例
の
一
部
を
改
正

　
　
　
　
　
　
す
る
条
例

令
和
３
年

　
第
５
回 

臨
時
会

令
和
３
年

　
第
５
回 

臨
時
会

　

令
和
３
年
第
５
回
臨
時
会
が
、

去
る
７
月
16
日
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
臨
時
会
で
は
議
員
提
出
議

案
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
緊
急
事
態
宣
言
を
市
町

村
単
位
で
柔
軟
に
設
定
す
る
よ

う
求
め
る
意
見
書
な
ど
、
緊
急

事
態
宣
言
関
連
の
２
件
を
含
む

計
４
件
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
可
決
さ
れ
た
意
見
書

に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨
の
実

現
に
向
け
た
速
や
か
な
行
動
を

求
め
る
た
め
関
係
行
政
機
関
へ

直
訴
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

第５回臨時会上程案件の処理結果第５回臨時会上程案件の処理結果

づ
く
基
本
計
画
を
共
同
で
策
定

し
、
令
和
２
年
９
月
に
国
か
ら

同
意
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
５

月
14
日
付
け
で
同
法
に
基
づ
く

土
地
利
用
調
整
計
画
書
に
つ
い

て
も
沖
縄
県
に
提
出
し
、
同
意

を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
当
市
議
会
は
、
多
く

の
市
民
や
経
済
団
体
か
ら
熱
烈

に
求
め
ら
れ
て
い
る
、
ゴ
ル
フ

場
付
き
リ
ゾ
ー
ト
施
設
の
早
期

着
工
・
整
備
に
向
け
、
県
に
一

層
の
ご
協
力
を
仰
ぐ
と
と
も
に
、

諸
手
続
き
の
迅
速
化
を
強
く
要

望
す
る
。

　

緊
急
事
態
措
置
実
施
区
域

の
地
域
ご
と
の
柔
軟
な
対

応
を
求
め
る
意
見
書

緊
急
事
態
措
置
実
施
区
域

の
地
域
ご
と
の
柔
軟
な
対

応
を
求
め
る
意
見
書

〇
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣

官
房
長
官
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

(

沖
縄
及
び
北
方
対
策)

、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
担
当
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
沖
縄
県
選
出
国
会

議
員
、
沖
縄
県
知
事

提
出
者　

石
川　

勇
作

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

緊
急
事
態
宣
言
長
期
化

に
伴
う
財
政
支
援
及
び

緊
急
経
済
対
策
を
求
め

る
意
見
書

緊
急
事
態
宣
言
長
期
化

に
伴
う
財
政
支
援
及
び

緊
急
経
済
対
策
を
求
め

る
意
見
書

要
旨

　

今
回
の
沖
縄
県
に
対
す
る
緊

急
事
態
宣
言
に
お
い
て
は
今
年

の
５
月
23
日
か
ら
始
ま
り
、
そ

の
後
、
７
月
11
日
ま
で
の
延
長

と
な
り
、
再
び
８
月
22
日
ま
で

の
再
延
長
が
決
定
さ
れ
、
緊
急

事
態
宣
言
発
令
の
長
期
化
に
伴

い
、
県
民
や
事
業
者
か
ら
は
死

活
問
題
だ
と
強
く
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　

緊
急
事
態
宣
言
長
期
化
に
伴

う
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟

な
執
行
が
で
き
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
の
大
幅
な
増
額
、

財
政
支
援
を
強
く
求
め
、
さ
ら

に
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
の
緊

急
経
済
対
策
を
行
な
う
よ
う
強

く
求
め
る
。

〇
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣

官
房
長
官
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

(

沖
縄
及
び
北
方
対
策)

、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
担
当
大
臣
、

厚
生
労
働
大
臣
、
沖
縄
県
選
出
国
会

議
員
、
沖
縄
県
知
事

（
結
果
）
全
会
一
致
で
可
決

要
旨

　

国
は
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
り
解

決
す
べ
き
領
有
権
問
題
は
存
在

し
な
い
と
の
見
解
で
あ
る
。
し

か
し
、
中
国
海
警
局
艦
艇
の
尖

閣
諸
島
周
辺
海
域
で
の
航
行
日

数
は
百
五
十
一
日
を
数
え
、
領

海
侵
犯
も
30
日
を
数
え
る
。(

７

月
14
日
現
在)

日
本
の
漁
船
が
領
海
内
で
操
業

し
て
い
る
時
も
、
常
に
中
国
海

警
局
艦
艇
は
領
海
内
に
踏
み
留

ま
り
追
尾
し
、
威
嚇
し
、
漁
労

の
安
全
な
操
業
に
支
障
を
き
た

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
当
市
議
会
は
、
政

府
に
お
い
て
尖
閣
諸
島
の
実
効

支
配
の
強
化
及
び
領
海
内
か
ら

の
中
国
海
警
局
艦
艇
の
排
除
を

強
く
求
め
る
。

提
出
者　
　
　

仲
間　

均

〇
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣

官
房
長
官
、
外
務
大
臣
、
防
衛
大
臣

国
土
交
通
大
臣
、
海
上
保
安
庁
長
官

沖
縄
県
選
出
国
会
議
員

（
結
果
）
賛
成
多
数
で
可
決

件　　　　名 結　果

緊急事態措置実施区域の地域ごとの柔軟な対応を求め
る意見書

可　決

緊急事態宣言長期化に伴う財政支援及び緊急経済対策
を求める意見書

可　決

尖閣諸島の実効支配の強化及び領海内からの中国海警
局艦艇の排除を強く求める意見書

可　決

議員の派遣について 可　決

尖
閣
諸
島
の
実
効
支
配

の
強
化
及
び
領
海
内
か

ら
の
中
国
海
警
局
艦
艇

の
排
除
を
強
く
求
め
る

意
見
書

尖
閣
諸
島
の
実
効
支
配

の
強
化
及
び
領
海
内
か

ら
の
中
国
海
警
局
艦
艇

の
排
除
を
強
く
求
め
る

意
見
書
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３
常
任
委
員
会

　
　
　

所
管
事
務
調
査

平
成
26
年
度

　

令
和
二
年
度
に
交
付
さ
れ
た

政
務
活
動
費
の
収
支
報
告
に
つ

い
て
は
下
表
の
と
お
り
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

政
務
活
動
費
と
は
、
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
「
条
例
の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の

議
会
の
議
員
の
調
査
研
究
そ
の

他
の
活
動
に
資
す
る
た
め
必
要

な
経
費
の
一
部
と
し
て
、
そ
の

議
会
に
お
け
る
会
派
又
は
議
員

に
対
し
、
交
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
垣
市
に
お
い
て
は
、「
石
垣

市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に

関
す
る
条
例
」
に
よ
り
、
一
人

あ
た
り
月
額
２
万
５
千
円
を
年

度
の
最
初
の
月
（
４
月
）
に
12
カ

月
分
を
一
括
交
付
す
る
と
し
て

お
り
、
交
付
を
受
け
た
議
員
等

は
収
支
報
告
書
及
び
領
収
書
の

提
出
と
と
も
に
支
出
残
金
に
つ

い
て
は
返
納
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
政
務
活
動
費
に
つ
い

て
は
、
議
員
等
の
申
請
に
基
づ

き
交
付
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
申
請
し
な
い
場
合
や
交

付
後
の
使
途
に
残
金
が
生
じ
る

場
合
で
あ
っ
て
も
特
に
支
障
は

な
い
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
二
年
度

  
政
務
活
動
費
報
告

令
和
二
年
度

  
政
務
活
動
費
報
告
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市
議
会
議
員
の

    

訃
報
に
つ
い
て

　

砂
川
利
勝
議
員
が
令
和
３

年
７
月
４
日
に
、
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
（
享
年
57
歳
）

　

故
砂
川
議
員
は
、
平
成
14

年
の
初
当
選
以
来
、
12
年
余

り
に
わ
た
り
在
職
し
、
総
務

財
政
委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ

れ
、
本
市
の
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
故
人
の
功
績
を
称

え
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表

し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

花が供えられた 故 砂川利勝市議の議席
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